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院長
内野 誠

新年のご挨拶
　皆様、明けましておめでとうございます。日頃、城南

病院ならびに関連施設をご利用いただき、心から感謝

申し上げます。

　昨年は３月の東日本大震災でその被害の甚大さに日

本中が衝撃を受けるとともに、復興に向けた人々の絆

の強さに深い感銘を受けました。一方、サッカー女子

ワールドカップで、なでしこジャパンが接戦の末に初優

勝し、国民に夢と希望を与えるとともに、最後まで諦め

ないことの大切さを教えてくれました。世界各地で地震

や異常気象による大規模な災害が頻繁に起こりました

が、今年が平穏な年になることを祈るとともに、ロンド

ンオリンピックでの日本人選手の活躍に期待したいと

思います。

　不安定な政治、世界的な経済の低迷が続く中、急速

に進む国民の高齢化とともに増え続ける医療費を抑制

するための医療制度改革が強力に推し進められており

ます。厳しい医療費抑制政策の下で病院・介護・福祉施

設が生き残るためには、制度改革の先を見越した迅速

な対応が不可欠になっております。

　振り返りますと、当院は昭和４４年に杏和会城南病院

として再発足して以来、一般病棟と精神科病棟が併設

された病院として、その特色を生かしながら地域に根ざ

した病院づくりに力を注いでまいりました。また関連施設

として、居宅介護支援事業所、通所リハビリテーション、

認知症デイケア、精神科デイケア、高齢者専用賃貸住宅、

グループホームなども次々と開設し、医療から介護・福祉

までシームレスのサービスを提供している施設として、

地域に選ばれる病院になることを院是としております。

ハード面では２年半の歳月をかけて、本館（外来・管理

棟）、南館、北館、リハビリ館を新築、平成９年竣工の西

館も改装し、昨年平成２３年２月に病院全体が明るく、

快適な施設に生まれ変わっております。地域で選ばれ

る病院・介護・福祉施設として存続・発展するために

は、ハード面に加えて、職員全員が目的意識を持って、

それぞれの持ち場で切磋琢磨し、安全で質の高い医

療、介護、福祉を提供するため研鑽を続けていくことが

必要です。今年は諸事情から北館の住宅型有老ホーム

転換を予定していますので、利用者の皆様にできるだ

けご不便を与えないように最大限の注意を払いなが

ら、地域に根ざした病院・介護・福祉施設づくりに邁進

したいと思います。一般病棟と精神科病棟が併設され

た病院の特徴は今後も継続し、さらに亜急性期病棟を

加えた回復期リハビリテーション病棟・障害者病棟の

充実を図り地域に貢献できる病院・施設づくりに全職

員一致団結して頑張りたいと考えております。どうか皆

様のご理解とご協力をお願いいたします。

さん

まい



神経内科　小出 達也

神経内科医師のご紹介

神経内科　内野 克尚

医師紹介

　当院神経内科は平成23年4月に内野 誠先生が院

長として就任され、同年5月より熊本大学医学部附属

病院神経内科より赴任された菅 智宏先生、森 麗先生

の計3人体制となりました。菅先生、森先生と入れ替

わるかたちで、同年10月1日付で内野 克尚先生と私

が当院に勤務となっております。

　当院には、障害者施設など一般病棟や当院の特色

の一つである回復期リハビリテーション病棟などがあ

り、神経内科としては神経変性疾患などの難病患者や

重度意識障害患者、および家庭復帰を目指した脳血

管疾患患者を主な対象として診療を行っております。

　私個人としましては当院に赴任するまでリハビリ

テーション医療には携わる機会がほとんどなかったの

で、研修医に戻った気分で学ぶ日々を送っておりま

す。研鑽を重ねつつ患者様の要望に応えていけるよ

う誠心誠意頑張って

いく所存ですので、ご

指導、ご鞭撻の程よ

ろしくお願い申し上げ

ます。

　また、脳卒中の回

復期や神経難病など

の患者様がいらっしゃ

いましたら、ご紹介いただけると幸いに存じます。併

せてよろしくお願い申し上げます。

　平成２３年１０月よ

り当院に勤務してお

ります内野 克尚と申

します。

　私は平成14年熊

本大学神経内科に入

局し、熊本大学病院、

熊本機能病院、済生

会熊本病院、国立病院機構宮崎病院、熊本再春荘

病院での研修・勤務を経て、平成18年からは熊本大

学神経内科大学院で進行性筋ジストロフィーの遺伝

子治療の研究に取り組みました。その後、平成２２年

からは再び熊本大学病院に勤務しておりました。

　当院は現在、大きな変革の時を迎えております。こ

れまでの当院の体制は精神科、高齢者医療が中心

でしたが、今後は神経内科医・内科医・リハビリス

タッフなど人材面の充実や、頭部MRIの導入など施

設面の拡張も予定しており、より専門性の高い医

療、質の高い医療の提供を目指しております。その

ような大切な時期に当院で勤務できることを幸せに

思い、病院改革の一端を担うことができるように私も

最大限努力していく所存であります。どうぞよろしく

お願い申し上げます。

リハビリテーション医療に携わる日々

更なる医療の充実を目指して

さん



　明けましておめでとうございま

す。今回は西2病棟をご紹介いた

します。私たちの勤務する西2病

棟は障害者病棟で60床を有す

る病棟です。対象は、神経難病などの特定疾患の方や重度

意識障害者･重度肢体不自由者・脊髄損傷などの重症障

害者と、肺炎などの一般内科の患者様も3割程お受けして

います。患者様の3分の2以上は、介護が必要な状態でい

らっしゃるため、患者様の安全・安楽を最優先に考慮した

看護を行っています。昨年5月には、神経内科の先生方が

勤務されるようになり、特定疾患や神経難病の方の入院が

増えてきています。そのため、医療依存度の高い方や比較

的若い方の入院も増えてきている現状を踏まえ、今後は他

職種との連携と協力体制を整え患者様にとって満足して

いただけるサポート体制を目指していきたいと思います。

　また、スタッフも新卒の新人を積極的に受け入れ、新人

ナースの育成にも力を入れています。昨年は3名が入職

し、仕事に前向きに取り組む姿がとても新鮮で、指導者と

しての先輩ナースの刺激にもなっています。

　また、先月は初めて家族会を開催いたしました。長期入

院され、毎日面会にお見えになっている家族の方々を中心

に、意見交換を行いました。日頃はゆっくりお話しする機会

がないのですが、当日はご家族とお茶を飲みながら和やか

な雰囲気でお話しを聞くことができました。今後も、この会

を継続していきたいと思っております。これからも、西2病

棟をどうぞよろしくお願いいたします。

病棟師長　
吉田 幸代

西2病棟（障害者病棟）

西1Ｂ病棟（介護療養病棟）

　皆さんこんにちは。今回は西１

Ｂ病棟「介護療養型医療施設（介

護療養病棟）」をご紹介します。　

西1Ｂ病棟は介護保険からの給

付で利用できる施設サービスです。介護療養病床制度は

国の方針により、平成24年3月末で廃止予定でしたが、平

成30年3月末まで6年間の延期となりました。

　西1Ｂ病棟では常に在宅復帰を目指し、ADLの維持向

上を目指した取り組みを行なっています。今回は、その取

り組みを紹介します。入院定床数は32床で、現在30名の

患者様が入院されており平均介護度は3.7です。さま

ざまな疾患の方が入院されているので、個々に合った看

護・介護の提供を目標に取り組んでいます。介護では認

知症の悪化予防、日常生活の活性化を図るため日替わり

でレクレーションを行なっています。内容は歌・体操散

歩・風船バレーなどです。時には新聞を利用し社会情勢

や県内の話題を話しながら昔話に花を咲かせる日を設け

るなど回想法も用いています。そして昨年からの取り組

みとして「ごみを減らして快適生活を！」を目標とし、数名

の患者様をリハビリパンツから布パンツへ変更しました。

排泄表の作成を行い、排泄介助を以前より増やすことに

より、失禁の減少、排泄パターンの把握、皮膚トラブルへ

の回避、そして何よりもご本人、ご家族の笑顔を見ること

ができました。まだまだ取り組みとしては小さなことです

が、続けることが大きな成果につながると信じ病棟全体

が協力し、頑張っていきたいと思っています。

　今後も医療と介護の連携を強化して療養病床の特色を

生かしたケアを行うことで、患者様の笑顔を増やせるよう

に取り組んでいきたいと思います。

介護福祉士　
濱崎 純子



　明けましておめでとうございます。

城南病院リハビリテーション部では昨

年10月より、土・日曜、祝日もリハビリ

が行える体制に移行し、初めてのお正

月を迎えることになりました。お正月も

入院中の患者様に少しでも季節感を

感じながら楽しくリハビリをしていただけるようお正月にちなん

だリハビリメニューをスタッフ一同で考え実施いたしました。書

き初め大会やお正月の歌の合唱などに、皆さん楽しんで参加さ

れました。熊本弁カルタを行った際には、普段はあまり話されな

い方が、ご自分から言葉の意味を説明されたり、われ先にと札に

手を伸ばされていました。また、たこ揚げなどの懐かしい遊びを

通じて、患者様同士の交流も生まれていました。患者様の書き

初めはリハビリ館に展示しておりますので、よろしければ作品観

賞にお越しください。今後も、ADLとQOLを両立させるリハビリ

メニューを積極的に実施していきたいと考えています。

作業療法士 主任
泉 誠也

“365日リハビリ”の一環で
元旦リハビリを実施！

（上）BGMに負けない、皆さんの素敵
な歌声で大盛り上がりでした
（左）風船バレー大会は、新年早々白
熱した戦いが繰り広げられました

一筆に新しい年への願いを込めて、
真剣な面持ち

お正月も
リハビリテーション！

書き初め大会

たこ揚げ

歌の合唱

“365日リハビリ体制”に移行して初めての新年を迎え、

お正月にちなんだリハビリメニューを行いました。

「♪た～こ、た～こ、あ～
がれ～♪」皆さん、子ど
もの頃を思い出してい
ただけましたか？

よか風のきた
ばい

きれいに

 書けました



　地域の方々の健康増進にお役に立てる

ように、当院の医師ならびに言語聴覚士、

健康運動実践指導者、管理栄養士、ソー

シャルワーカーなどの専門スタッフによ

る出前健康教室を開催しております。

　城南地区を中心に、地区公民館や研

修施設に出向き、あるいは当院研修ホールに皆さんをお招き

し、地域高齢者の方々を対象にさまざまな訓練、運動のご紹

介、アドバイスなどの活動を行っております。

総務経理課　勝木 俊夫
出前健康教室を
開催しています

あれこれ

今回は、出前健康教室の様子や、職員の手作り

院内装飾についてご紹介します。

今回の「あれこれ」は……

城南病院の

平成23年11月21日
陳内地区八栄クラブ様
当院研修ホールにて、羽祢田（健康運動実践
指導者）・江村（言語聴覚士）による介護予防
運動を行いました

平成23年12月19日
土鹿野地区老人会様
土鹿野地区公民館にて、石上
栄養課課長（管理栄養士）によ
る栄養障害予防のための食生
活についてのアドバイス

平成23年12月9日
城南町老連会長・女性部合同会議様
火の君文化センターにて、羽祢田（健
康運動実践指導者）・江村（言語聴覚
士）による介護予防運動を行いました



　 さつまいもの皮を

むき、軟らかくなるまで

ゆで、ボールに入れよ

くつぶす。（ゆで汁は

取っておく）

　
　 1.に小麦粉を混ぜ
て耳たぶ程度の軟ら

かさになるまでよくこ

ねる。ぬれ布巾に包み

３０分ほど寝かせる。

　

　 だいこん、にんじん

はいちょう切り、南関

あげ、戻した干し椎茸

は千切りにする。

体の芯までポカポカと温まる栄養満点
の郷土料理です。当院の人気メニューの
一つです。

●小麦粉（中力粉）…100ｇ　
●鶏もも肉細切れ…100ｇ　●だいこん…120ｇ
●さつまいも…160ｇ　●南関あげ…1/2枚　
●干し椎茸…2枚　●にんじん…40ｇ
●ねぎ…1/3本　●サラダ油…大さじ1/2　
●だし汁…カップ４と1/2（900cc）　
●いりこ…１０ｇ（だし汁用）　●塩…ひとつまみ
●酒…小さじ１　●薄口しょうゆ…大さじ２と1/2

　 鍋にサラダ油を引

き、鶏肉、だいこん、椎

茸、南関あげを炒め、い

りこで取っただし汁を

加える。野菜に火が通っ

たら調味料を入れる。

　 2.の団子を手でち
ぎって入れる。ひと煮

立ち（団子に火が通っ

たら）したら、味を調え

刻んだねぎを入れる。

 （1人分：235kcal）

1.

2.

3.

4.

5.

材料（4人分）
　食物繊維たっぷりのさつまいもは、おなかの調
子を整えてくれる強い味方。おまけにビタミンCも
豊富で、りんごの１０倍も含まれています。小麦粉
に水を入れず、さつまいもの水分でこねるのがポ
イント。硬さの目安は耳たぶくらい。硬い
場合は、さつまいものゆで汁を加えて。

看護師　坂口 達也

あれこれ

　こんにちは。私は通所リハビリテー

ション「なごみ」に勤務している看護師

の坂口と申します。

　通所リハビリテーションでの業務の

他に、玄関や受付にミニ七夕や門松・ク

リスマスツリー・リースなどを製作して

います。当初の目的は自分の趣味を生かして利用者の方に季

節感を味わってもらうことでした。日常生活の活力であったり、

癒やしになればと思い、テーブルに季節ごとの花を生けたり、野

菜の成長と収穫の喜びを味わっていただこうと「なごみ農園」

を作り野菜の栽培も行っています。また、これまでクリスマスツ

リーや門松などを作ってきましたが、更に一昨年からは病院玄

関やホールの飾り付けも行うようになりました。今後もできる範

囲で季節感のあるものを製作していきたいと思います。楽しん

でいただければ幸いです。

手作り装飾で
季節を感じる病院に

正面玄関に登場した門松

総合受付に飾られたクリスマスリース

通所リハビリテーション
入口の手作りクリスマスツリー

管理栄養士　南部 美由紀



外来診療担当医

内科
神経内科
呼吸器科
消化器内科
外科

診療科 併設施設

在宅ケアセンター
●居宅介護支援事業所 なごみ
●ヘルパーステーション なごみ
●通所リハビリテーションなごみ

●物忘れ予防デイケア ときめき
●認知症デイケア かがやき
●精神科デイケア すまいる

適合高齢者専用賃貸住宅 きらり舞原
グループホーム・ケアホーム けやき

関連グループ法人

一般財団法人 化学及血清療法研究所
学校法人銀杏学園 熊本保健科学大学

医療法人杏和会 城南病院 広報委員会 編集発行

http://www.jonan-hospital.or.jp/ 熊本 城南病院 検 索
〒861-4214　熊本県熊本市城南町舞原無番地
TEL 0964-28-2555　FAX 0964-28-4849

整形外科
リハビリテーション科
皮膚科
精神科

内野克

内野克

中津

中津

木村貴

AM PMAM PMAM PMAM PMAM PMAM PM

中津

中津

中津

木村貴

松村

内野院長

内野院長

松村

中津

中津

木村貴

髙橋

村方

中津

中津

担当医

松村

小出

松村

中津

中津

中津

木村貴

木村竜

中津

中津

木村貴

山下

村方

小出

中津

中津

中津

木村貴

髙橋

中津

中津

中津

大串

大串

内野克

内野院長

内野院長

木村貴

木村貴

木村竜

木村貴

木村貴

月 曜

内 科

神 経 内 科

神経難病外来

呼吸器内科

消化器内科

（内視鏡・超音波）

外 科

リハビリテーション科

精 神 科

整 形 外 科

皮 膚 科

診療科目

小野
月2回不定

担当医

担当医
再診のみ

火 曜 水 曜 木 曜 金 曜 土 曜

表紙写真：城南病院本館にて撮影

外来診療時間

 9：00～12：30
13：30～17：00 

土曜（午後）、日曜、祝日

 9：00～12：00

平　日

土　曜

休診日

バスをご利用の場合

熊本交通センターから
乙女経由小市野行・乙女経由甲佐行、病院前下車（熊本バス30分）
城南行、杉上今バス停下車（熊本バス25分） 徒歩15分

熊本駅から
熊本駅から交通センターまで（バス10分）
交通センターからは上記バスに乗り換え

宇土駅から
城南行、城南営業所で熊本方面行（熊本バス） に乗り換え
杉上今バス停下車  徒歩15分

九州自動車道をご利用の場合

九州自動車道御船ＩＣより車で10分

お問い合わせ

☎ 0964-28-2555
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